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Research Abstract

本研究の⽬的及び研究実施計画にもとずいて、次のような調査と研究を実施した。第1にシベリア・極東・沿海州に関する、主として戦前⽇本で刊⾏された調査資
料などの⽂献の調査及び収集を実施した。そのために北海道地域の研究機関、東京・国会図書館などの調査をおこない、資料⽂献⽬録を作成しつつ、⼊⼿可能な重
要資料⽂献を約20点購⼊した。さらに、ロシア側の⽂献資料に関しては、1992年10⽉に帰国したロシア・ウラジオストク極東国⽴総合⼤学留学⽣(1991年10⽉よ

All

 
Search Research Projects How to Use

https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qc=Grant-in-Aid%20for%20General%20Scientific%20Research%20%28C%29
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qd=Literature/History/Japanese%20history
https://kaken.nii.ac.jp/en/search/?qe=Kanazawa%20University
https://kaken.nii.ac.jp/en/external/KAKENHI-PROJECT-04801039/?lid=20019334&mode=nrid-d
https://support.nii.ac.jp/kaken/project_details
https://kaken.nii.ac.jp/en/index/
https://support.nii.ac.jp/kaken/howtouse/


Published: 1992-03-31   Modified: 2016-04-21  

Report (1 results)

1992 Annual Research Report

Research Products (2 results)

All  Other

All  Publications (2 results)

URL: https://kaken.nii.ac.jp/grant/KAKENHI-PROJECT-04801039/

り1年間経済学部に留学していた学⽣)に調査を依頼したが、結果はまだ判明していない。 
第2は戦前にロシア・ウラジオストクで発⾏された新聞『浦塩⽇報』をはじめとした在留⽇本⼈関係の資料調査とその収集である。『浦塩⽇報』はなかでも注⽬し
てきた本研究の中⼼をなす資料で、前記2か所の調査に加えて、福井県敦賀市(戦前、国内唯⼀の⽀局が存在)の関係機関・関係者の調査も⾏なった。以上3か所の調
査の結果、従来所蔵していた創刊号〜第56号の他に、⼤量の存在を確認しえた。収集した号数のみを掲げると第994号(1921年6⽉)〜第1375号(1922年9⽉)まで
である。この資料の整理、主要記事索引の作成もあわせて⾏なった。なお、北陸3県公共図書館に対して『浦塩⽇報』など関連資料の所蔵アンケートも実施した。 
第3は、以上の調査をもとにして本研究課題に関する若⼲の研究作業を⾏なった。今年度の研究は課題についての基礎的研究であるので、収集した資料に照らして
(1)資料の基本的⽬録の作成と検討、(2)課題の当該時期である「シベリア出兵」に関する資料と先⾏研究の整理、(3)『浦塩⽇報』に関する若⼲の研究の3点につい
て作業を⾏ない、次に記載したような2本の研究発表・論⽂を現在執筆中である。
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